
 都於郡社会教育施設展示製作業務仕様書 

 

 

第１章 総則 

 １ 件名 

   都於郡社会教育施設展示製作業務委託 

 

 ２ 業務の目的 

   国指定重要文化財都於郡城跡は、中世の日向 48城の牙城であり、周辺には多くの関連

する歴史文化遺産が点在している。また、都於郡城は天正遣欧少年使節としてローマへ

派遣された伊東マンショの出生地としても伝えられ、近くの奈良瀬坂からはナウマン象

の化石も発見されているなど、本地域は幅広い魅力や歴史的価値を有している。 

西都市では、これら歴史背景を踏まえ、都於郡地区の魅力や価値を広く情報発信するこ

と、さらに地域の活性化へと結ぶことを目指し、このたび、社会教育施設の整備を行な

うこととした。 

この業務は本仕様書及び別添「都於郡社会教育施設展示設計業務実施設計図」（以下「設

計図」という。）に基づき、展示造作、映像ハード、映像コンテンツ、グラフィック、展

示ケース、模型等の展示物を製作、設置するものである。 

 

 ３ 履行期間 

   契約締結日から令和６年（2024年）３月 29日（金）まで 

 

 ４ 納入場所 

   神楽酒造株式会社「アグリ館」内 1階 

宮崎県西都市大字鹿野田 11365-1 

 

 ５ 適用範囲 

   本仕様書は、西都市（以下「市」という。）と受託者が締結する「都於郡社会教育施設

展示製作業務委託」に関し適用し、本仕様書に定めのない事項については、市と受託者

が協議のうえ決定する。 

 

 ６ 再委託 

   受託者は、業務の全部を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。 

なお、受託者は、業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせようとするときは、あ

らかじめ、市の承認を得なければならない。この場合は、「再委託届」を委託者に提出す

るものとする。 

 

 



７ 業務の適切な実施 

   受託者は、契約締結後速やかに市と打ち合わせを行ったうえで、適切な工程管理を行

い業務の目的を確実に達成しなければならない。また、受託者は、業務の進捗状況を適

宜、市に報告するとともに、市から説明を求められた場合は、速やかに報告しなければ

ならない。 

  

 ８ 完了検査 

   受託者は、この業務を完了したときには、速やかに関係書類とともに成果品を市に提

出し、市の立会いのうえ、完了検査を受けなければならない。 

   また、完了検査において修正を指示された箇所は、市と協議のうえ、修正しなければ

ならない。 

   なお、契約不適合責任期間は、１年とする。 

 

 ９ 疑義 

   本仕様書及び設計図に定めのない事項及び疑義が生じた場合には、受託者は、市と協

議のうえ業務を実施するものとする。 

 

 

第２章 業務内容 

 １ 業務項目 

   本業務は、本仕様書及び設計図に基づき、次の項目について、市と受注者の協議のうえ実

施する。     

 （１）展示作製 

    設計図に基づき、下記の製作、設置等を行う。 

①仮囲い、養生等の設置、撤去 

②各種展示物等の製作、設置 

      展示造作、模型、グラフィック、映像・情報（機器システム及びコンテンツ）

演出照明、電気設備等 

③施工図の作成 

④その他必要なもの     

 （２）市及び神楽酒造株式会社との調整等 

     業務にあたっては、市及び神楽酒造株式会社との必要な協議・調整等を行い、そ

の結果について市に報告すること。 

 

 ２ 業務の実施 

   受託者は、業務の着手に当たり、本仕様書、設計図及び市の指示に基づき必要な資料、

工程表等を作成し、市に提出後、業務に着手すること。 

   また、業務遂行に当っては、市と十分な協議を行い、承認を得たうえで進めること。 



 

 ３ 業務実施上の注意事項 

 （１）現場での施工について 

    現場での施工の際は、整理整頓、騒音対策に努め、必要に応じて仮囲いを設けるな

ど、来館者及び職員への十分な安全対策を講じるとともに、養生を十分に行うこと。

現場での施工は市及び神楽酒造株式会社と十分に調整を行うこと。また現場作業は昼

間とし、詳細作業時間は市及び神楽酒造株式会社と十分に調整を行うこと。 

 （２）映像コンテンツについて 

    受託者は、進行状況と製作内容の確認のため、適宜市と打ち合わせを行い、承認を

得ながら製作を進めること。製作にあたり必要な資料は市より支給する。 

 （３）グラフィック・サイン製作・設置 

    受託者は、市から提供された素材（写真、資料等）を基に詳細レイアウト等を作成

し、市の承認を受けた後、製作・設置すること。 

 （４）受託者は、市から提供された素材（写真、資料等）を基に制作図等を作成し、市の承

認を受けた後、製作・設置すること。 

 

 ４ 中間検査について 

   展示製作の過程において、市が必要と認めた場合は、製作途中であっても中間検査を

行うことができるものとする。 

 

 ５ 委託者への取扱い説明 

   受託者は、市及び指定管理者に対し機器の取扱い方法等の説明を行い、納品後も支障

なく使用できるようにすること。 

 

 ６ 展示物設置について 

   展示品（製作物以外）の列品は市が行うものとし、受託は効果的に展示できよう支援

すること。 

 

 ７ 成果品 

   下記のとおり完成図書を提出すること 

   ・竣工図（Ａ３版 製本）                ５部 

   ・機器等の納品一覧（使用品目）             １式 

   ・機器等の取扱説明書、保証書              １式 

   ・上記のデジタルデータをＣＤ－ＲＯＭもしくは 

    ＤＶＤ－ＲＯＭに記録したもの             ３部 

 

 ８ 著作権 

   本業務における製作物が著作権法に規定する著作物に該当する場合には、当該著作物



に係る著作者人格権は受託者に帰属する。グラフィックに係る原稿、原画、写真その他

の素材が著作物に該当する場合には、当該著作物に係る著作者人格権及び著作権は、提

供した者に帰属する。発注者又は受託者が第三者より利用許諾を得ている素材が著作物

に該当する場合については、当該第三者に帰属する。 

 

 ９ 使用材料及び製品 

   直接仮設及び既存展示物を再利用するもの以外は、未使用の材料、製品を使用、納入

すること。 

   また、設置後も、迅速かつ確実な修理・修繕が保証できる機器を設置すること。 


